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早大･理工 斎 藤 信 彦
§1 序
線形応答理論は統計力学に新 しい考えを導入 し,また有用な結果を提供 して来た｡しか､しそ
の成立の基礎は必 らずLも明確でない｡先ず線形応答理論から導かれる正 しい関係 と,不都合
な側面とをあげてみよう｡前者には
1.感受率又は余効関数が,ある量の相関関数によって表わすことが出来る｡
2.揺動散逸定理
があるが,後者には
3.摂動論が使えないのではないか｡
4. エントロピーが増大 しない
5.線形応答理論で求められる感受率は孤立感受率であって,熱力学操作 として期待される
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